
一般社団法人 札幌市介護支援専門員連絡協議会
皆様 日頃 私共 活動 理解 協力 頂
誠 あ う い 度 う

機会 頂 あ う い  

 

 

北海道 地域生活定着支援センター 設立
約 年 経過 う  

地域生活定着支援センター 設立
至 経緯 地域生活定着支援センター 行

い 事業 そ 課題 述べ い 思い
 

 

地域生活定着支援センター設立 経緯 

刑務所 戻  

年頃 刑務所 中 沢山 障 い者 い
いう噂 広  

実際 処遇担当 者 手記 発表 中 刑
務所 福祉 最後 砦 い 現状 少

明  

刑務所 戻 いう受刑者 言葉
関係者 大 波紋 投  

年 田島良昭氏 研究代表者 厚
生労働科学研究 罪 犯 障 い者 地域生活支
援 関 研究 立 上  

 

累犯障 い者 生 司法 福祉 連携不足 

そ 法務サ 福祉サ 間 受刑
者等 関 情報提供・連携 あ
障 い者や高齢者 い 福祉 支援 必要
者 い 対処 自体 情報提供
更生保護施設 受 入 福祉サ

関わ 生活訓練 行わ
う 連携不足 下関放火事件 象徴
累犯障 い者 生 原因  

 

地域生活定着支援センター 設置 

累犯障 い者 支援 あ 退所後
必要 福祉サービス利用 橋渡 行う

体制 整備 実際 支援 行う 受入 体
制 構築 重要 あ 研究 進 過程
明  

研究班 政策提言 行い 踏 え 平成
年 月 担う 地域生活定着支

援センター 制度化 受入 体制充実
地域生活移行個別支援特別加算 設立 至

 

そ 平成 年 月 全都道府県 地域生活
定着支援センター 設置 完了  

 

地域生活定着支援センター 主 業務 

地域生活定着支援センター 以後 定着支援セン
ター いう 矯正施設 刑務所・少年院
退所後 帰 場所 い障害者や高齢 受刑者等
退所後 生活 困 安心 生活

う 矯正施設入所中 退所後 一貫 福祉
的 支援 コー ネー /フォロー ップ 行い
う二度 刑務所 い 中心 支

援 行  

令和 3年 被疑者等支援 いわゆ 検察
庁発信 被疑者被告人段階 社会内更生 促
入口支援 定着支援センター 業務 位置

次頁 図 参照  
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法を犯した高齢者の支援を考える！ 

～北海道地域生活定着支援セン について～ 

 

    北海道地域生活定着支援セン  統括コ ディネ  

精神保健福祉士 社会福祉士 介護福祉士 

介護支援専門相談員 障がい者相談支援専門員          
石井 隆 
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最近 罪 犯 た高齢者 課題 

最近 刑務所内 傾向 

罪 犯 た高齢者支援 中 最近感 い
あ  

最近 傾向 刑務所 受刑者 数 全体的
減 い わ 高齢者受刑者 増え

い  

定着支援センター 出来た
高齢者 受刑者 いえ 元気 いち
あち 多 た 最近 脳

梗塞 脳内出血 車い 生活 ベット生
活 介護 必要 刑務所 出所
福祉サービ た 地域 包括支援セン

ター ケアマネ ャー 人たち 協力 不可欠
い  

う 刑務所内 認知症 方 増え
た 刑務所内 認知症 ふた タイ

プ あ 長期 受刑 た 受刑中 認知
症 人たち う 地域 生活
いた時 認知症 認知症 原

因 犯罪行為 行 た人たち                      

 

認知症 患 た人 刑務所 生活 様子 

現在 刑務所内 名 認知症 受刑者 支援
行 い  

名 年齢 歳 長谷川式認知症 ケー
点数 点 人 保護観察付 執行猶予中

窃盗 行い 受刑生活 送 い 人 う一
名 年齢 75 歳 長谷川式認知症 ケー 点
数 11 点 人 執行猶予中 再 窃盗 行
た人  

二人 刑務所 出所 た後 福祉サービ
利用 た 定着支援センター 支援 行 い

服役中 次 う 状況 頻発 い  

 

 刑務所 ー 理解 懲罰 繰 返
い  

 自分 い 忘 い  

 う 刑務所 い 理解 い い  

 反省 促 忘 う  

 本人 意思確認 い 

認知症 方 刑務所 入 た
更生 効果 い 少 疑問

感 い  

一方 入口支援 警察 捕 簡易鑑定 行
た結果 認知症 発症 長谷川式 点

点 名 高齢者 方 支援いた た  

 

認知症 病気 あ 障害 あ ！ 

あ 人 精神鑑定書中 認知症そ 現状
治療可能 疾患 いた 抑制欠如

行動 障害 対 対処的 投薬 試 残念
脱抑制 対 認可さ た薬剤 世界中

存在 い あ 医療 認知症 対 対処
方法 い い 医療 異
福祉的介護 認知症 問題行動 周辺
症状 抑え 可能 適切 福祉サー
ビ 結 者 尊厳 保持
そ 有 能力 応 自立 た日常生活 営
介護保険法第 条 実現
要介護状態等 軽減又 悪化 防止 資
同法第 条第 項 い 明言さ い  

刑務所 福祉施設 いた 適切 介護サービ
受 叶わ そ 失禁 見当識障

害 症状へ 繰 返 叱責 自己肯
定感 喪失 ト 症状 深刻化 懸
念 大 い  

認知症 病気 あ 障害 あ 障害
あ 福祉サービ 結 福祉 専門家
支援 い本人 い人生 送 う

本人 症状 緩和及 そ 再犯 防
止 思わ  

そ た 地域 中 認知症 人た
ち 刑務所 福祉 温 包 あ 尊
厳 守 あ た 定着支援センター ケアマ
ネ ャー 人たち 連携 築 あ い たい 思

 

札幌市介護支援専門員連絡協議会皆様 今後
願いいた
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ケアマネ SAPPORO 



札幌市医師会 設置し す 在宅医療・介護・認知症サ ート ン ー 以
下 当 ン ー 活動 い 紹介 せ い す 業務 一助 し 是非 活用い
す 幸い す  

．在宅医療・介護・認知症サ ート ン ー 概要 い  
  当 ン ー 在宅医療 介護 両方 必要 す 状態 高齢者 住 慣 地域 自分 しい生活
続 い う 医療・介護従事者 方 対象 在宅医療介護 連携 関す 相談等 受付 連携調整
や在宅医等 紹介 認知症 早期診断・対応等 資す 情報提供や助言等 行う事 目的 し 札幌市 委託
受 運用し い す   
 

 

 
 
．相談 内容及び対応 集約し い 情報 い  

認知症医療 関す  
早期診断・早期治療 繋 う支援 検討 中 専門医や認知症サ ート医 い 医療機関 知
い 医療機関 鑑別診断 行え ？ 訪問診療 行 い 医療機関 ？ BPSD悪化 伴う入院
調整 苦慮し い い 場面 多い 思い す  そ う 時 対応 う 当 ン ー 認知症 医
療体制等 い 当会 会員医療機関 認知症 医療体制 調査 行い 下記 情報 区 集約し 速や 必
要 医療 繋 う情報提供・調整・連携 行い す  
認知症 医療体制 い 集約し い 項目  
外来診療： 忘 外来 有無及び受診 待機期間 認知症サ ート医 配置状況 若年性認知症・MCI 軽

度認知障害 ・BPSD 対応 診断後 支援体制 成年後見制度 診断書作成 診療日や予約 可否  
鑑別診断：神経心理学的検査項目 画像診断検査項目 自院 or他院対応  
入院体制：認知症症状 増悪や身体合併症 伴う認知症 入院 
訪問診療 往診体制：対応条件や訪問可能エ ア 
窓口情報：連携しやすい日時・方法 相談窓口 部署 担当者 
 
在宅医療 関す  
当会 在宅療養情報 ップ や 札幌市在宅医療協議会 作成し 在宅医療 役立 情報集 患者
状態や 住 い 地域 踏 え うえ 情報提供・連携 図 す 相談内容 医師 相談し助言
い い 上 対応し い す  

 在宅医療 い 集約し い 項目   
・在宅療養情報 ップ   ＊当会 ーム ージ 閲覧可能 す    
訪問 対象区・時間・対応可能 分野や医療 範囲       

 
 在宅医療・介護連携 関す  
地域包括支援 ン ーや担当ケア ネジ ー 方 連携 図 医療介護従事者同士 互い 役割 理解
う 情報 共有や支援 検討 行い す  
 

相談 事例 

 

 

 

 

 

 

  
 

. わ  
 相談一 一 背景 あ 個別性 あ す 医療機関情報 単 提供す く 相談 至 経緯 伺い困

解決方法 他 い い 支援者 し 目標 共有す 意識し医療介護両面 目 向 対応す
う心掛 い す 相談者 役割 理解し相談者 一人 抱え い う 連携 図 情報提供す
重要 考え い す 地区 医療や介護 資源 違う 近隣区 情報 提供し業務 活 し え う
心掛 相談内容 地域 ニー 把握し必要 情報 収集 う 努 い す 今後 患者 や
そ 家族 支え い 皆様 必要 情報 適切 迅速 提供 う 円滑 連携 図 う体制
整備し 参 す 是非 活用下 い  

ケア ネ SAPPORO 

在宅医療 介護 認知症サポ トセン について 

札幌市医師会 在宅医療 介護 認知症サポ トセン  係長 

看護師 認知症ケア専門士 
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鈴木 聡子 

在宅療養情報 ップ  

 

電話番号： フ ー イ 0120－142－864  
受付時間：午前 10時～午後 5時 月曜日～金曜日 ＊祝日・年末年始 除く 
相 談 員： 名 保健師 介護支援専門員／看護師 認知症ケア専門士  

い し   や う  



高齢者虐待対応 高齢者 住 慣 地域 尊厳あ 生活を維持 いく 現 起 い 虐待を解消
安全 安心 環境 下 生活を再構築 高齢者 権利擁護を実現 を目的 行う 虐待対応 い

高齢者へ 支援 高齢者 安全・安心 確保を行う 虐待 未然防止・虐待 解消 高齢者
日常生活 い 何 世話を 養護者 (虐待 側 者)へ 支援 重要  

札幌市 令和４年度統計 け 高齢者虐待 通報・相談者 種別 警察 アマネ ー 家族・親族 順 多い
アマネ ー 相談 虐待認定率 ７割を超え 数あ 通報・相談者 中 認定率 最

高く 高齢者虐待 早期発見 通報 け アマネ ー 役割 重要 高齢者虐待 認定者
数 う 半数以上 アマネ ー 通報・相談 っ い  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

地域包括支援センター 担当地区や区 高齢者虐待 傾向や課題を踏 え 相談窓口 普及啓発 講話や
啓発物 作成・配布を行っ い 前述 アマネ ー 相談 高い割合 虐待認定
アマネ ーを 介護事業者向け 普及啓発を行っ い 地域包括支援センター 多い  
被虐待者 虐待を受け 高齢者 中 要支援・要介護認定 無い方 い 市民へ 普及啓発 必要 あ
市民を対象 啓発 行っ い  

 
札幌市保健福祉局高齢保健福祉部介護保険課  

 
 
 
 
 
 
 
介護事業者向け 啓発 一部 通報元 知 を恐 通報へ い あ いっ 声 聞

現状 あ 高齢者虐待 高齢者 権利 利益 生命 身体 財産 危険 わ 問題 あ
虐待 疑い あ 人を発見 場合 通報 義務 あ そ 介護保険サービ 継続 利用 見守
支援 重要 あ 相談者・通報者 特定 い う 対応 い  
アマネ ー 皆様 アプ ン作成 高齢者や養護者 関係性を含 多様 視点 角度 ア

セ ント ニタ ン を行っ 頂い 介護疲 無理心中 いう痛 い事件 起 っ
何 心配 何 あ そう 何 変 気 く 虐待 早期発見や防止 大 役割を果

気 あ 事業所内 情報を共有 いを持 地域包括支援センターや区保健福祉課
へ早 相談い 高齢者 養護者を う 支援 いく 一緒 検討 く い  
今後 アマネ ー 皆様 協力を頂 高齢者虐待 防止 努  
 

＜札幌市保健福祉局高齢保健福祉部介護保険課＞ 
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札幌市 らの 知らせ～高齢者虐待の防止について 

 

←居宅介護支援事業所や訪問介

護、訪問看護、通所介護等を対象

した研修の企画・開催 

←市民を対象 作成したリーフレッ

トの作成 配布 

介護者 対し、介護疲 あ

の相談窓口を え も 、市民

対し も周囲 心配 介護者・高

齢者 いた の相談窓口を紹介 

高齢者虐待相談窓口の普及啓発の一例 

アマネ SAPPORO 
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その他 一般市民等

民生委員

医療関係従事者

市職員

警察

介護保険事業所

介護支援専門員

虐待者

本人

家族・親族

通報・相談

虐待認定

通報・相談者別 みた通報・相談件数 虐待認定件数の内訳 令和４年度  

N＝341 

令和４年度内 通報等を受理した事例  

認定率 71.7％ 
家族・親族

8.1%

本人

2.3%

虐待者

0.0%介護支援専門員

52.3%
介護保険事業所

9.3%

警察

11.6%

市職員

4.7%

医療関係従事者

5.8%

民生委員

0.0%

その他 一般市民等

5.8%

虐待認定者 87人 対す 通報・相談者内訳

令和４年度


